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研究テーマ 会話分析への新機軸：コードスイッチングの新たなる展開 

   研究の計画について、概要を記述ください。 

二つの言語を交互に転換しながら発話をすすめるコードスイッチングという概念を、一言語話者の環境に応用して、

会話分析を試みるというのが、本研究の目的であった。特に、語りのスタイルをスイッチするという点で、その会

話効果を話者の「顔」の交渉として捉えた場合、何がいえるのかについて、考察をしてみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   今年度の成果について、概要を記述ください。詳細は 3 ページに記述ください。 

スイッチの効果として、聞き手を惹きつけ、好感をもって相手（聞き手）に受け入れてもらうという点が大きな効

果の一つであるという知見が得られた。つまり、コードスイッチ（ここではスタイルスイッチ）が、二言語話者と

同様に、一言語話者でも「顔」（特に、「肯定的顔」）の交渉に寄与しているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ページはホームページに公開いたします。１ページに収めてください。


